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(57)【要約】
【課題】キーボード操作、マウス操作、或いはタッチパ
ネル上の接触操作による入力を単一のタッチパネルによ
り可能とする。
【解決手段】一以上接触によりセンサ信号１０を出力す
る接触センサユニットＡと、センサ信号１０を処理し、
接触位置情報１１を出力する信号処理ユニットＢと、接
触位置情報１１に対応するユーザコマンド１２を分析す
るユーザコマンド認識ユニットＣと、外部表示ユニット
情報１３を受信し、ユーザコマンド１２を伝送する統合
バスユニットＤとから構成する。
信号処理ユニットＢは、接触センサユニットからの信号
を位置情報としてユーザコマンド認識ユニットＣに伝送
し、ユーザコマンド認識ユニットＣは接触操作のパター
ンにより、単純な記号入力、モード切替操作、マウスの
ドラグ操作、ポインティング操作、手書き図形入力など
のユーザコマンドを識別し、さらに先行するコマンドと
合わせてユーザコマンドを出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一つの電気回路および伝送ケーブルが搭載され、一つまたは複数の物体の接触
によりセンサ信号を出力する接触センサユニットと、
前記センサ信号を処理し、接触位置情報を出力する信号処理ユニットと、
前記接触位置情報に対応するユーザコマンドを分析し、そのユーザコマンドは、キーボー
ドによる情報入力、ファンクションキー（またはホットキー）による動作トリガ、タッチ
パッド（またはマウス）によるポインティング入力、手書き入力パッドによる図形情報入
力およびその他入力インターフェイスによる入力である、ユーザコマンド認識ユニットと
、
外部表示ユニット情報を受信し、前記ユーザコマンドを伝送する統合バスユニットと、を
備えることを特徴とする統合入力システム。
【請求項２】
　前記ユーザコマンド認識ユニットは、前記外部表示ユニット情報に基づいて、前記接触
位置情報に対応するユーザコマンドを認識することを特徴とする請求項１記載の統合入力
システム。
【請求項３】
　前記ユーザコマンド認識ユニットは、接触位置情報の特性に基づいて前記接触位置情報
に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、持続的に移動する特性を有する接触位置情
報はマウスのポインティング移動またはドラッグ入力と見なすことを特徴とする請求項１
記載の統合入力システム。
【請求項４】
前記ユーザコマンド認識ユニットは、前に発生した接触位置情報およびユーザコマンドに
基づいて、前記接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、クリック特性
を有する接触位置情報がマウスの移動入力後の場合、マウスによるクリック入力と見なす
ことを特徴とする請求項１記載の統合入力システム。
【請求項５】
前記ユーザコマンド認識ユニットは、前に発生したモード切替操作に基づいて前記接触位
置情報に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、キーボード入力モードへの切替操作
後のクリックはキーボードによる情報入力と見なし、タッチパッド入力モードへの切替操
作後のクリックはポインティング操作のクリック動作による入力と見なすことを特徴とす
る請求項１記載の統合入力システム。
【請求項６】
更に、モード切替操作をトリガするモード切替トリガユニットを備え、例えば、実際の入
力キーによるトリガまたは前記接触センサユニット上の特定区域によるトリガが行われる
ことを特徴とする請求項５記載の統合入力システム。
【請求項７】
更に、前記接触位置情報に対応するモード切替操作の認識およびトリガに使用される切替
動作認識ユニットを備え、例えば、特殊文字または図形書込み特性を有する前記接触位置
情報をある種の入力モードへの切替操作トリガと見なすことを特徴とする請求項５記載の
統合入力システム。
【請求項８】
接触センサ板および制御回路板を備える統合入力インターフェイスであって、
前記接触センサ板は、絶縁材質の薄層であり、上方表面に一つまたは複数の接触面が設け
られる保護層と、良好な導電率を有するトレースであり、保護層の下方表面に設置される
接触センサ層と、前記接触センサ層の周囲に位置し、トレースの回路を導通する導通回路
と、を備え、
前記制御回路板は、前記導電回路と接続され、前記接触センサ層が生成した接触センサ信
号を処理し、接触位置情報を出力するのに使用される信号処理素子と、
前記信号処理素子と接続され、前記接触位置情報を分析してそれに対応するユーザコマン
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ドを認識し、そのユーザコマンドは、キーボードによる情報入力、ファンクションキー（
またはホットキー）による動作トリガ、タッチパッド（またはマウス）による位置入力、
手書き入力パッドによる図形情報入力およびその他入力インターフェイスによる入力であ
るユーザコマンド認識素子と、
前記ユーザコマンド認識素子と接続され、ユーザコマンドの出力および外部表示ユニット
情報の入力に使用される統合バスと、を備えることを特徴とする統合入力インターフェイ
ス。
【請求項９】
前記接触センサ層のトレースは、二次元の点状に分布するトレースであり、その導電回路
を通じて静電容量センサ信号を出力することを特徴とする請求項８記載の統合入力インタ
ーフェイス。
【請求項１０】
更に、第２のトレースおよびその導電回路を備え、絶縁層を通じて前記接触センサ層と対
向設置され、前記接触センサ層のトレースは第２のトレースと交差する第１のトレースで
あり、各導電回路を通じて静電容量センサ信号を前記信号処理素子に出力することを特徴
とする請求項８記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１１】
更に、下方導電膜およびその導電回路を備え、若干のスペースドットを通じて前記接触セ
ンサ層と対向設置され、前記接触センサ層のトレースは高密度分布し、上方導電膜である
ことを特徴とする請求項８記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１２】
　更に、抵抗計算ユニットおよび導電膜電圧源を備え、前記抵抗計算ユニットおよび導電
膜電圧源は前記上方導電膜および前記下方導電膜の導電回路と接続され、前記上下導電膜
の接触時に生成される抵抗センサ信号を計算し、前記抵抗センサ信号を前記信号処理ユニ
ットに出力することを特徴とする請求項１１記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１３】
更に、モード切替トリガ素子（一つまたは複数の実際の入力キーまたは特定の接触トリガ
区域を備える）を備え、前記モード切替トリガ素子はトリガを受信して異なる入力モード
への切替を行い、トリガ結果を前記ユーザコマンド認識素子に伝送し、前記接触位置情報
に対応するユーザコマンドの認識を行なうことを特徴とする請求項８記載の統合入力イン
ターフェイス。
【請求項１４】
更に、切替操作認識素子を備え、前記切替操作認識素子は前記接触位置情報に対応するモ
ード切替操作を分析し、モード切替結果を前記ユーザコマンド認識素子に伝送し、前記接
触位置情報に対応するユーザコマンドを認識することを特徴とする請求項８記載の統合入
力インターフェイス。
【請求項１５】
前記モード切替操作に対応する前記接触位置情報は、一つまたは複数の特殊文字または図
形の書き込み、一つまたは複数の特殊ジェスチャーの操作および一つまたは複数の特殊区
域への接触であることを特徴とする請求項１４記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１６】
更に、導光板または発光層を備え、前記導光板または発光層は前記接触センサ板の発光に
使用され、前記保護層および接触センサ層の一部（例えば、図案、文字または間隔線）を
透光させることを特徴とする請求項８記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１７】
更に、発光制御ユニットを備え、前記発光制御ユニットは導光板に導入される光源または
発光層の発光方式を制御し、例えば、接触位置を単独で発光させることを特徴とする請求
項１６記載の統合入力インターフェイス。
【請求項１８】
更に、弾性シートを備え、前記弾性シートにはキーボード位置に対応する立体凹凸または
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異なる弾性が分布され、実際のキーの接触感が提供されることを特徴とする請求項８記載
の統合入力インターフェイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ユーザコマンド入力システムに関し、特に、各種携帯型電子機器への応用に便
利な単一の入力インターフェイスを使用した統合入力システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に電子機器の入力装置は、ホストによって読取が行なわれるハードディスク装置、
光ディスク装置およびメモリーカード以外に、使用者とホストとが相互作用を行なうユー
ザコマンド入力装置がある。ユーザコマンド入力装置を通じて、ユーザは電子機器の処理
進行に対して入力および変更を行うことができる。一般の使用者にとって、頻繁に使用さ
れる入力装置として、文字数字情報を入力するキーボード、特殊機能をトリガするファン
クションキー、ポインティング情報を入力するマウス、トラックボール、タッチパッドま
たは手書き図形を入力する手書き入力パッドなどがある。
【０００３】
　入力される情報の違いによって、各入力装置に応用する原理および使用形態は異なる。
従来技術によるキーボードを例とすると、使用者がキーを押圧したとき、キー下方の接触
センサがトリガされ、続いてキーボード制御チップが対応する文字数字または機能情報を
キーボードケーブルに伝送し、ホスト上のキーボードバスからユーザコマンドが各装置に
伝送される。また、ウィンドウシステムの発展に伴って、マウス、タッチパッドおよび手
書き入力パッドなど、ポインティングおよびドラッグなどのウィンドウ動作を行なう入力
装置も多くなっている。抵抗膜方式タッチパッドを例とすると、ユーザがタッチパッド表
面に触れたとき、タッチパッド下層の二枚の導電膜が導通され、その電圧値が表す抵抗値
を測定することによって接触位置の二次元空間上の位置を取得することができ、それらの
ポインティング情報はタッチパッドケーブルを通じてホストに伝送され、ホスト上のタッ
チパッドバスからユーザコマンドが各装置に伝送される。
【０００４】
　このことから分かるように、各入力装置に必要な操作インターフェイスは異なり、後続
の信号処理を行なう制御回路も異なり、ホストに情報を伝送するバスも異なる。しかし、
大部分の電子機器は一種類の入力装置を使用するのではなく、コンピュータを例とすると
、ユーザは、文字数字の入力に使用されるキーボード、機能をトリガするファンクション
キー、ポインティング情報を入力するマウスおよびタッチパッドを使用するだけでなく、
手書き入力を行なう手書き入力パッドも使用する必要がある。入力装置が一つ増加すると
、必要となる接続回路、インターフェイスシステムおよび設置空間が増加する。従来技術
における携帯型電子機器（例えば、ノートパソコン）にはキーボード４２、ファンクショ
ンキー４３およびタッチパッド４１が設けられている（図３を参照）が、これらの入力装
置はそれぞれ独立した装置であり、それぞれ入力インターフェイス、制御回路および伝送
回路を有するので占拠される空間を減少させることはできない。
【０００５】
　従来技術において、入力キーおよび手書き入力機能を統合した静電容量方式タッチパッ
ド（特許文献１）が開示されており、それによれば静電容量方式タッチパッドが若干の区
域に分割され、キーボード入力区域またはポインティング入力区域に定義され、モード切
替スイッチ図案によって異なる入力モードへの切り替えが行なわれる。しかし、所定区域
に接触して入力モードを切り替えるので、二つのモードを頻繁に切り替えて使用する場合
（例えば、文書編集プログラムにおける文字数字入力と座標移動との間の切替）、操作が
非常にしにくい。また、所定区域に接触して入力モードを切り替える方法は、システムに
多くのモードが設定されたり、入力インタフェイスが増加した場合、モード切替スイッチ
図案を設置するのに必要な範囲が大きくなり、パネルのその他の使用区域が縮小されたり
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、大きなパネルを使用する必要が生じる。同一の区域を複数回押圧してモードの切り替え
を行なう場合でも、ユーザは同じ操作を繰り返すと同時に使用マニュアルと対照する必要
があり、それによって必要な入力モードに切り替えることができる。
【０００６】
　上述の入力キーおよび手書き入力機能を統合した静電容量方式タッチパッドはタッチパ
ッドによって従来のキーボードに取って代わってタッチパッドキーボードインターフェイ
スを提供することができる。しかし、キーボードインターフェイス、タッチパッドポイン
ティングインターフェイスおよびファンクションキーインターフェイスはそれぞれ独立し
たインターフェイスモードに属し、モード切替スイッチによってそれぞれが切り替えられ
る。従って、タッチパッド全体の大きさは複数のモードの切替を行なう分割部分による影
響を受け、また、頻繁なモード切替を行なう必要がある場合、操作に不便である。
【０００７】
　従って、全ての入力装置を単一の入力インターフェイスに統合し、マルチ方式によって
ユーザの操作を認識する統合入力システムを提供することは本発明の発明者の目標であっ
た。
【特許文献１】台湾専利証書号２４００５０
【特許文献２】特開平８－１９０４５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、全ての入力装置を単一の入力インターフェイスに統合し、マルチ方式
によってユーザの操作を認識する統合入力システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上述の課題を解決するために、請求項１の発明は、少なくとも一つの電気回路および伝送
ケーブルが搭載され、一つまたは複数の物体の接触によりセンサ信号を出力する接触セン
サユニットと、センサ信号を処理し、接触位置情報を出力する信号処理ユニットと、
接触位置情報に対応するユーザコマンドを分析し、そのユーザコマンドは、キーボードに
よる情報入力、ファンクションキー（またはホットキー）による動作トリガ、タッチパッ
ド（またはマウス）によるポインティング入力、手書き入力パッドによる図形情報入力お
よびその他入力インターフェイスによる入力であるユーザコマンド認識ユニットと、
外部表示ユニット情報を受信し、ユーザコマンドを伝送する統合バスユニットと、を備え
ることを特徴とする統合入力システムである。
【００１０】
　請求項２の発明は、ユーザコマンド認識ユニットが、外部表示ユニット情報に基づいて
、接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識することを特徴とする請求項１記載の統
合入力システムである。
【００１１】
　請求項３の発明は、ユーザコマンド認識ユニットが、接触位置情報の特性に基づいて、
接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、持続的に移動する特性を有す
る接触位置情報はマウスのポインティング移動またはドラッグ入力と見なすことを特徴と
する請求項１記載の統合入力システムである。
【００１２】
請求項４の発明は、ユーザコマンド認識ユニットが、前に発生した接触位置情報およびユ
ーザコマンドに基づいて、接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、ク
リック特性を有する接触位置情報がマウスの移動入力後の場合、マウスによるクリック入
力と見なすことを特徴とする請求項１記載の統合入力システムである。
【００１３】
請求項５の発明は、ユーザコマンド認識ユニットが、前に発生したモード切替操作に基づ
いて接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識し、例えば、キーボード入力モードへ
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の切替操作後のクリックはキーボードによる情報入力と見なし、タッチパッド入力モード
への切替操作後のクリックはポインティング操作のクリック動作による入力と見なすこと
を特徴とする請求項１記載の統合入力システムである。
【００１４】
請求項６の発明は、更に、モード切替操作をトリガするモード切替トリガユニットを備え
、例えば、実際の入力キーによるトリガまたは接触センサユニット上の特定区域によるト
リガが行われることを特徴とする請求項５記載の統合入力システムである。
【００１５】
請求項７の発明は、更に、接触位置情報に対応するモード切替操作の認識およびトリガに
使用される切替動作認識ユニットを備え、例えば、特殊文字または図形書込み特性を有す
る接触位置情報をある種の入力モードへの切替操作トリガと見なすことを特徴とする請求
項５記載の統合入力システムである。
【００１６】
請求項８の発明は、接触センサ板および制御回路板を備える統合入力インターフェイスで
あって、接触センサ板は、絶縁材質の薄層であって上方表面に一つまたは複数の接触面が
設けられる保護層と良好な導電率を有するトレースであり、保護層の下方表面に設置され
る接触センサ層と、接触センサ層の周囲に位置してトレースの回路の導通に使用される導
通回路と、を備え、制御回路板は、導電回路と接続され、接触センサ層が生成した接触セ
ンサ信号を処理し、接触位置情報を出力する信号処理素子と、信号処理素子と接続され、
接触位置情報を分析し、それに対応するユーザコマンドを認識するものであって、ユーザ
コマンドは、キーボードによる情報入力、ファンクションキー（またはホットキー）によ
る動作トリガ、タッチパッド（またはマウス）による位置入力、手書き入力パッドによる
図形情報入力およびその他入力インターフェイスによる入力であるユーザコマンド認識素
子と、ユーザコマンド認識素子と接続され、ユーザコマンドの出力および外部表示ユニッ
ト情報を入力する統合バスと、を備えることを特徴とする統合入力インターフェイスであ
る。
【００１７】
請求項９の発明は、接触センサ層のトレースは、二次元の点状に分布するトレースであり
、その導電回路を通じて静電容量センサ信号を出力することを特徴とする請求項８記載の
統合入力インターフェイスである。
【００１８】
請求項１０の発明は、更に、第２のトレースおよびその導電回路を備え、絶縁層を通じて
接触センサ層と対向設置され、接触センサ層のトレースは第２のトレースと交差する第１
のトレースであり、各導電回路を通じて静電容量センサ信号を信号処理素子に出力するこ
とを特徴とする請求項８記載の統合入力インターフェイスである。
【００１９】
請求項１１の発明は、更に、下方導電膜およびその導電回路を備え、スペースドットを通
じて接触センサ層と対向設置され、接触センサ層のトレースは高密度分布し、上方導電膜
であることを特徴とする請求項８記載の統合入力インターフェイスである。
【００２０】
　請求項１２の発明は、更に、抵抗計算ユニットおよび導電膜電圧源を備え、抵抗計算ユ
ニットおよび導電膜電圧源は上方導電膜および下方導電膜の導電回路と接続され、上下導
電膜の接触時に生成される抵抗センサ信号を計算し、抵抗センサ信号を信号処理ユニット
に出力することを特徴とする請求項１１記載の統合入力インターフェイスである。
【００２１】
請求項１３の発明は、更に、モード切替トリガ素子（一つまたは複数の実際の入力キーま
たは特定の接触トリガ区域を備える）を備え、モード切替トリガ素子はトリガを受信して
異なる入力モードへの切替を行い、トリガ結果をユーザコマンド認識素子に伝送し、接触
位置情報に対応するユーザコマンドの認識を行なうことを特徴とする請求項８記載の統合
入力インターフェイスである。
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【００２２】
請求項１４の発明は、更に、切替操作認識素子を備え、切替操作認識素子は接触位置情報
に対応するモード切替操作を分析し、モード切替結果をユーザコマンド認識素子に伝送し
、接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識することを特徴とする請求項８記載の統
合入力インターフェイスである。
【００２３】
請求項１５の発明は、モード切替操作に対応する接触位置情報は、一つまたは複数の特殊
文字または図形の書き込み、一つまたは複数の特殊ジェスチャーの操作および一つまたは
複数の特殊区域への接触であることを特徴とする請求項１４記載の統合入力インターフェ
イスである。
【００２４】
請求項１６の発明は、更に、導光板または発光層を備え、導光板または発光層は接触セン
サ板の発光に使用され、保護層および接触センサ層の一部（例えば、図案、文字または間
隔線）を透光させることを特徴とする請求項８記載の統合入力インターフェイスである。
【００２５】
請求項１７の発明は、更に、発光制御ユニットを備え、発光制御ユニットは導光板に導入
される光源または発光層の発光方式を制御し、例えば、接触位置を単独で発光させること
を特徴とする請求項１６記載の統合入力インターフェイスである。
【００２６】
請求項１８の発明は、更に、弾性シートを備え、弾性シートにはキーボード位置に対応す
る立体凹凸または異なる弾性が分布され、実際のキーの接触感が提供されることを特徴と
する請求項８記載の統合入力インターフェイスである。
【発明の効果】
【００２７】
本発明は、全ての入力装置またはインターフェイスを単一の入力インターフェイス上に統
合することができ、本発明の統合入力システムの入力装置を応用することによって従来技
術による入力パネルをさらに軽薄且つ可撓性を有するものにすることができる。また、一
体成形にも適用され、生産コストおよび組立コストを大幅に節約し、更に、防水、防振お
よび静電気防止の機能を兼ね備えることができる。このように、本発明のパネルを応用す
ることによって、従来技術におけるパネル上のファンクションキー、キーボードおよびタ
ッチパッドの三つの区域を有する構造を改善し、様々な方式によって入力パネルをユニー
クな外観にすることができ、様々な外形のパネルを創造することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
本発明の目的、特徴および効果を示す実施例を図に沿って詳細に説明する。本発明は統合
入力システムを提供するものであり、接触センサユニットＡ、信号処理ユニットＢ、ユー
ザコマンド認識ユニットＣおよび統合バス（ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　ｂｕｓ）ユニット
Ｄを備える。
【００２９】
接触センサユニットＡは、キーボードによる情報入力、ファンクションキー（またはホッ
トキー）による動作トリガ、タッチパッド（またはマウス）によるポインティング入力、
手書き入力パッドによる図形情報入力およびその他入力インターフェイスによる接触操作
を受信し、センサ信号１０を生成して信号処理ユニットＢに伝送し、センサ信号１０を変
換して接触位置情報１１にし、ユーザコマンド認識ユニットＣを通じて接触位置情報１１
が表すユーザコマンド１２を分析し、統合バスユニットＤによってユーザコマンド１２を
出力する。
【００３０】
ユーザコマンド認識ユニットＣは、接触位置情報の特性または前に発生した接触位置情報
およびユーザコマンドに基づいて、接触位置情報に対応するユーザコマンドを認識する。
例えば、持続的に移動する特性を有する接触位置情報はマウスのポインティング移動また
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はドラッグ入力と見なす。クリック特性を有する接触位置情報はマウスの移動入力後の場
合、マウスによるクリック入力と見なす。
【００３１】
また、外部表示ユニット情報１３が統合バスユニットＤを通じてユーザコマンド認識ユニ
ットＣに伝送され、ユーザコマンドを認識する依拠とされる。
【００３２】
これだけでなく、接触位置情報の前に発生したモード切替操作もユーザコマンドを認識す
る依拠とすることができ、例えば、キーボード入力モードへの切替操作後のクリックはキ
ーボードによる情報入力と見なす。タッチパッド入力モードへの切替操作後のクリックは
ポインティング操作のクリック動作による入力と見なす。
【００３３】
本発明は、更に、モード切替操作をトリガするモード切替トリガユニットを備え、例えば
、実際の入力キーによるトリガまたは接触センサユニット上の特定区域によるトリガを行
なう。或いは、切替動作認識ユニットを備え、切替モードの操作の認識を行う。例えば、
特殊文字、図形またはジェスチャーの書き込み操作はある種の入力モードへの切替操作ト
リガと見なして迅速なモード切替が行なわれ、モード切替ボタンを押す必要はない。
【００３４】
本発明の実施例を統合入力インターフェイスによって説明することができ、統合入力イン
ターフェイスは接触センサ板２および制御回路板３を備える。
【００３５】
接触センサ板２は、絶縁材質の薄層であり、上方表面に一つまたは複数の接触面が設けら
れる保護層２０と、良好な導電率を有するトレースであり保護層２０の下方表面に設置さ
れる接触センサ層２１と、接触センサ層の周囲に位置し、トレースの回路の導通に使用さ
れる導通回路２２とを備える。
【００３６】
制御回路板３は、導通回路２２と接続され、接触センサ層２１で生成した接触センサ信号
を処理し、接触位置情報を出力する信号処理素子３０と、信号処理素子と接続され、接触
位置情報を分析し、それに対応するユーザコマンドを認識する。ユーザコマンドは、キー
ボードによる情報入力、ファンクションキー（またはホットキー）による動作トリガ、タ
ッチパッド（またはマウス）によるポインティング入力、手書き入力パッドによる図形情
報入力およびその他入力インターフェイスによる入力を含む、ユーザコマンド認識素子３
１と、ユーザコマンド認識素子３１と接続され、ユーザコマンドの出力および外部表示ユ
ニット情報を入力する統合バス３２と、を備える。
【００３７】
接触センサ層２１上のトレースは二次元の点状に分布するトレースであり、その導電回路
を通じてセンサ信号を出力し、後続の信号処理素子によって二次元の点状に分布するトレ
ースのトリガされた位置を分析し、接触位置の位置および接触動作を取得する（例えば、
一次元のドラッグ動作およびスプール動作）。
【００３８】
接触センサ板の一実施例として、第２のトレースおよびその導電回路を備え、絶縁層を通
じて接触センサ層と対向設置され、接触センサ層のトレースは第２のトレースと交差する
第１のトレースであり、各導電回路を通じて静電容量およびインダクタンスのセンサ信号
を信号処理素子に伝送し、お互いに交差する第１のトレースおよび第２のトレースの感応
信号から接触位置の位置および接触動作を取得する。
【００３９】
接触センサ板の他の実施例として、下方導電膜およびその導電回路を備える。スペースド
ットを通じて接触センサ層と対向設置され、接触センサ層のトレースは高密度に分布する
上方導電膜であり、上方の接触位置が押圧されることによって上方導電膜が下方導電膜に
接触して導通され、同時に、上方導電膜両側に印加された電圧差を通じて、押圧点の位置
および接触動作を取得することができる。
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【００４０】
　また、本発明の他の実施例として、モード切替トリガ素子（一つまたは複数の実際の入
力キーまたは特定の接触トリガ区域を備える）を備え、トリガを受信して異なる入力モー
ドへの切替を行い、トリガ結果をユーザコマンド認識素子に伝送し、接触位置情報に対応
するユーザコマンドの認識を行なう。
【００４１】
また、切替操作認識素子を備え、接触位置情報に対応するモード切替操作を分析してモー
ド切替結果をユーザコマンド認識素子に伝送し、接触位置情報に対応するユーザコマンド
を認識する。モード切替操作に対応する接触位置情報は、特殊文字または図形の書き込み
、特殊ジェスチャーの操作および一つまたは複数の特殊区域への接触を含む。
【００４２】
　本発明は更に、導光板または発光層を備え、接触センサ板を発光させ、保護層および接
触センサ層は一部を透光させて接触面上の図案、文字または間隔線の発光を行う。同時に
、発光制御ユニットにより導光板に導入される光源または発光層の発光方式を制御する（
例えば、接触位置を単独で発光させる）。
【００４３】
　ユーザが入力キーの機能を使用するとき、実際のキーの接触感が得られるように、本発
明ではキーボード位置に対応する立体凹凸または異なる弾性が分布された弾性シートを接
触センサ板内に設置する。
【００４４】
　上述の実施例における入力モードはキーボード、ファンクションキー、タッチパッドま
たは手書き入力パッドなどのモードのみに制限されず、各種カスタマイズされた入力イン
ターフェイスまたはユーザが設定した入力インターフェイスも含む。
【００４５】
本発明は、全ての入力装置またはインターフェイスを単一の入力インターフェイス上に統
合することができ、本発明の統合入力システムの入力装置を応用することによって従来技
術による入力パネルをさらに軽薄且つ可撓性を有するものにすることができる。また、一
体成形にも適用され、生産コストおよび組立コストを大幅に節約し、更に、防水、防振お
よび静電気防止の機能を兼ね備えることができる。更に、本発明のパネルを応用すること
によって、従来技術におけるパネル上のファンクションキー、キーボードおよびタッチパ
ッドの三つの区域を有する構造を改善し、様々な方式によって入力パネルをユニークな外
観にすることができ、様々な外形のパネルを創造することができる。
【００４６】
上述の実施方式および構造によって本発明の目的および機能を確実に達成することができ
、本発明は未公開であり、特許要件に符合する。
【００４７】
上述の実施例および図面は本発明の構想を応用した例を示すものであり、本発明の特許請
求の範囲を制限するものではなく、本発明の主旨に基づく応用、修飾および変更は全て本
発明の特許請求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の統合入力システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の統合入力インターフェイスを示すブロック図である。
【図３】従来技術によるノートパソコンの入力パネルを示す模式図である。
【符号の説明】
【００４９】
Ａ　接触センサユニット
Ｂ　情報処理ユニット
Ｃ　ユーザコマンド認識ユニット
Ｄ　統合バスユニット



(10) JP 2010-33104 A 2010.2.12

10

Ｅ　モードトリガユニット
Ｆ　切替動作認識ユニット
１０　センサ信号
１１　接触位置情報
１２　ユーザコマンド
１３　外部表示ユニット情報
２　接触センサ板
３　制御回路板
２０　保護層
２１　接触センサ層
２２　導電回路
３０　信号処理素子
３１　ユーザコマンド認識素子
３２　統合バス

【図１】

【図２】

【図３】
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